資料３
令和４年12月22日

令和４年度第２回多治見市地域公共交通会議


コロナ禍・燃料価格高騰における事業者支援について【報告】
　新型コロナウイルス及び昨今の燃料価格高騰により影響を受けた交通事業者のため、令和４年度に行った支援策について報告するもの。
１．新型コロナウイルスの影響を受けた事業者への支援
　（１）路線バス事業者（令和4年度末支援予定)

対象路線
市内で完結する６路線（他の補助を受けていないものに限る）のうち経営に影響が大きい路線
（令和元年度と令和4年度の乗客減少分に対して運行経費の一部を補助）
（２）タクシー事業者
　　  対象車両及び従業員

　　　市内に本社または営業所を有し、専ら市内を運行拠点とする事業者が保有する車両

　　　　１台につき35,000円
　　　同事業者に運転手として雇用されている従業員（二種免許を所有する者に限る）

　　　　１人につき70,000円　　

（３）運転代行事業者
　　 対象
岐阜県公安委員会に認定を受け、専ら市内を拠点とする事業者が保有する随伴用自動車

　（車両１台につき、車両経費20,000円、二種免許所有者30,000円、随走車運転手20,000円）
２．燃料価格高騰の影響を受けた事業者への支援（令和4年度末を予定）
（１）路線バス

対象路線

市内で完結する６路線（国県の補助を受けていないものに限る）

（小名田線、ホワイトタウン線、多治見市内線、笠原線の一部、県病院線、名鉄緑台線）
（２）ききょうバス
対象路線
ききょうバス前山ルート、坂上ルート、宝町ルート、おりべ観光ルート

（３）デマンド型交通(区域運行事業) 
対象区域

小泉根本よぶくるバス、市之倉トライアングルバス、古虎渓よぶくるバス
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